
加工
第10報

トマトに関する研究
　トマトの全国形物および色素含量の

品種，系統間差異について　※

寺田俊郎（付属農場）

　　　　　　　　　　　　Tosh1ro　TERADA

Stud1es　on　the　Tomato　Fru1ts　for　Manufuctunng　Industry（10）

　　　　　The　Var1eta1D1fference　of　Tota1So11ds　and

　　　　　　Contents　of　P1gments1n　To血ato　Fru1ts

　　　　　　　　　緒　　　　言

　トマトの加工製品すなわちジュース，ケチャップ，ピ

ューレーの消費の増大にともない全国各地で加エソ菜と

してのトマト栽培が注目され，早急にその作付面積の拡

大が各方面から望まれ，全国各地に新しい加エソ菜の特

産地が生れつつあり，とくに最近貿易自由化間題が重要

な段階になって来ている今日，良い加工製品を造るには

良い原料でなければならないことは明らかである．

　そこで早急にこれらの問題を解決して行くためには，

加工製品別の適性品種を育成し，原料生産の合塑的な栽

培法を確立する必要がある．このような立場から，著者

は先報※においてトマトの数系統，数品種を同一環境条

件下で栽培し，とくに加工製品と関係の深い全固形物お

よび色素LycOpene．Caroteneの量的構成を明らかに

し，その含有量についての差異を報告した．この全固形

物わよび色素などの量的構成は加工専用品種の育成に供

する親品種としては重要な形質であるが，一面栽培環境

条件によって変化しやすい性質でもある．今回さらにこ

れら成分について7月下旬，8月上旬，8月下旬と3回

にわたって分析調査を行ない，総合的に考察し各品種お

よび系統にかなりの差異のあることをつきとめようと重

ねて専用品種育成のための基礎実験を行なうとともに，

専用品種間の4組合せのF1について，これらの成分がど

のように表現されるかについてあわせて実験を行なった

ので，それらの結果を報告する．

　本実験を行なうに当り御指導いただいた本学園芸学研

究室高馬進教授ならびに分析について御協力願った農産

製造学研究室松本察人助教授，女子短大小松原紀子助手

に対し感謝の意を表する．

　なお本研究の一部は島根県農林振興対策費によって行

なったものである．

※　昭和37年度秋季園芸学会に於て発表した．

※寺田俊郎．島根大研報ユ0A：96～ユ03，ユ962・

　　　　　　　案験材料および方法

　この実験は／％2年7月～8月，島根農科大学で行なっ

た．

　1．供試品種および系統ならびに専用晶種聞F1

極小果野生種　（1）West　V1rg1n1a　Ac36，　（2）

West　Virginia　AC700，　小果専用種：（3）SM2，

（4）　イタリーC，　（5）　イタリー原種，（6）SMエ，

（7）　SM3，　（8）　ASM　（9）　Red　Top，（／0）Roma

（11）Lampadma－3，Lampadma－7中果以上
（／3）　Campbe11No146　（14）　Campbe11No135，

（15）　Ear1y　Pack，　（16）ES－24，　（1ア）　No1402，

（／8）Ace，（／9）大豊，　（20）えんれい　および比較

の目的で生果用品種：（21）福寿2号．ならびに専用品

種F1：（22）SM2×SM13，　（23）　SM2×ASM，（24）

SM2×Roma，　（25）SM2×Red　Topなど合計25種を

供試した．（各品種および系統，F1の果型の大きさに

ついては写真参照）

　2．耕種の概要

　3月4日踏込温床に播種し5月10日畦幅90cm，株間

40cmとし本圃／0aに定檀した。肥料施用量は成分3要素

に換算して／0a当り，N：35kg・P：22．5kg・K：

35．7kgである．薬剤散布などの栽培管理は慣1行法に従

って行ない，支柱は高さ2mの竹支柱で合掌式とした．

　なお上記供試品種申ES－24，Ace，Ear1y　Pack，No

／402の4品種については品種輸入の関係で入手が遅れた

ので，4月25日播種定植は6月／5日となった。

　3．試料の採取時期

　各収穫期に実施する設計を行なったが，25品種もあっ

て実際上困難であるので，一応気温変化の多いア月下旬

8月上旬，8月下旬，の3回試料を採取レ実験を行なっ

た。

　なわ第／回，第2回，第3回と実験に供する段階で，
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樹上での果実の完熟度を1回，2回，3回と高めること　　　回秤量し，測定値を平均した．なわ温度はできるだけ一

より，各品種間の最高含有量についての差異を調査する　　　定とするように努力した。

方が品種間の差異が明確になると考えて完熟度に重点を　　　　果実色素の定量：　トマトの色調はおもにCarotinoi

おいて試料を採取した．　　　　　　　　　　　　　　　　deの含量により左右され，とくにそのうちでLycopene

　4．実　験　方　法　　　　　　　　　　　　　　　　　の含量によって大きく左右されるので，本実験ではLチ

　試料の調整および採取：供試したトマト果実は樹上　　　cOPeneおよびCaroteneの含量につき定量分析を行な

で良く着色したものを収穫し，／日常温において保存し　　　い，Xanthophy11については省略した．

たものを各品種別に2kgずつ秤量し，実験用スティン　　　　Lyc⑪玉鴫鵬およびC鮒ote蝸の定量法：先報同様

レス製小型トマトパルバーにかけ，その生パルプからそ　　　の定量法で行なった※．なお試料採取量については普通

れぞれの試料を取った．　　　　　　　　　　　　　　　　29であるが，実験の正確を期するため／09精秤して定量

　全固形物含量：試料／09を秤量管に精秤し，これを　　　分析を行なった．

沸騰湯浴上に乾固する少し前まで，すなわちパルプに水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果および考察
がしみている程度まで予備乾燥した後，105oC定温乾燥

器申で約4時間乾燥させた後秤量した．　　　　　　　　　　　1％2年本学農場産トマト果実についての実験結果は第

屈折計糖度　　トマトパルプをろ過したろ液について5　　1表のトマト果実の全固形物含量および色素含量表に示

　　　　　　　　　第1表トマト果実の固形物含量および色素含量表

果実の特性 全固形物含量％1 ろ液屈折計糖度％
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した通りであった．

　1　全固形物含量について

※　木村進：農産技研誌3（4）：203～206．1956．

　トマト加工において歩留りの点で重要な意義をもち，

原料の全固形物含量が1％増加すると濃縮物の歩留りが

10～／5％倍加すると考えられる．（9）第1表に示す全固形
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物含量は，野生種極小果のWest　Virginia　AC36（1

果平均重5～69）が最高を示した．すなわち7月下旬

8．04％，8月上旬8．％％，8月下旬8．46％，平均8．39％

で，文献等によっても極小果の野生種のトマト果実はそ

の全固形物含量の高いことが報告されているのとほとん

ど同様の数値を得た．（3）この品種導入の目的は耐病性育

種の親に使用する目的であったが，全固形物の含量の高

い点から，今後実用品種の育成に全固形物含量の多いも

のとして使用すること．も考えられる．果型が大型化する

につれて，どの程度固形物が減じてくるかは今後の実験

によらねぱならない．つきに実用栽培品種の小果加工専
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用種群について見ると，これら実用品種申で果実の最少

なものすなわちSM2およびこれと同系のものについて

3回の平均値がSM26．93％，イタリーC6．52％、イタ

リー原種が6．58％と最高を示した。先報※で報告したよ

うに，この系統のものが現在本邦で栽培されているトマ

トでは最高を示しているので，この系統の全固形物含量
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　第2図　果実のLycopene．Caroteneの時期別含量

重37．59～409ぐらいから，果型がや㌧大きく，一果平

均重589～659前後となり，前者SM。の系統のものより

’も全固形物含量は減少している。

Aceの4品種は播種期および定植が2ヵ月も遅れた関係

上8月下旬／回しか実験できなかったが兼用種大豊わよ

びえんれいでそれぞれ5．63％，5．23％と小型専用種と比

較してもかなりの全固形物含量を示し，ES－245．32％，

Ace5．一／6％も5％前後の含有量を示したが、他の品種す

なわちCampbe11No／46，Campbe11No／35，No
／402とそれぞれ4．90％～4．59％の範囲となり，生食用福

寿2号と比べて大差が認められなかった．以上のことか

ら，7月下旬，8月上旬，8月下旬と3回の実験のそれ

くれの平均値を果型の小申大の順位で全固形物含量g変

化を歯示したものが第／図である。すなわち極小果一小

果一申大果と全固形物含量の変化を見ると，兼用種のえ

んれい，．大豊と少々例外的な変異はあるが，一般的に果

型の大きい品種になるにしたがって，全固形物含量は減

少している（5傾向が認められた．

　このことから加工用専用品種育成の場合，果型を大型

※　寺田俊郎：島根農大研報10A：96～103．1962．
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化するためには一つの限界があるのではないかと考察さ

れる．濃縮を必要とする加工製品の場合時期別の全固形

物含量と／0a当りの収量との関係が加エトマトとしては

重要であるからと考えられるからであり，少なくと’も6

％～ア％以上の全固形物含量を有する品種の育成に成功

しなければならない．

　2．果案の色素含量について

　果実の色素はCarotene，Lycopene，Xanthophy11

と水に不溶性の色素類申心であるが，その申でもトマト

の赤色を与えるものはLycopeneであり，ソリードバ

ッカ以外のトマト加工品については，パルプにした時の

色調が問題であり，（9にの際LycOPeneの含量カ）最も重

要で，一応／009申の含量が8mg％以上あることが好ま

し1、・とされている．第2図はこの8mg％を最低の含有

量として線を引き，全品種の色素の含量を示したもので

ある．それぞれの品種のもつ色素発現の最大能力を知る

ことができた．第2図の棒グラフが3回分析の平均値で

全固形物含量と同様に野生種West　V1rgmia　AC36の

戯喋が最高を示し13．5／mg％で，その含量の範囲は

／3，G6％～14．33％であったが実用品種でないので問題は

ない．そこで実用品種では，3回分析の結果が第2図の

グラフに示す，／回，2回，3回と同じカーブの曲線と

なり，平均値も同様の曲線となり，それぞれの品種差異

の優向が認められた．すなわちSMコ，San　Marzano種

同系のものでSM3，ASM，Lampad．ma－3，Lampad

ina－7および大果群では1回の数値ではあるがNo．

／402，ES－24，Ace，Ear1y　Packの順となり，ついで

Ca㎜pbe11No－146，No．／35，とそれぞれ11．15mg％

～10．95mg％であり非常に色調も良くLycopene含量

も高かった．SM2，イタリーC］，イタリー原種，Red

Top，Roma種については其の平均値は．それぞれ／0．0／

mg％，9．9／mg％，／0．28mg％，／0．／2mg％，10．38mg

％と，いずれも前者よりもや㌧劣り9mg％～／0mgの範

囲であった．しかしながら樹上で阜く完熟させることに

より／2～／3mg％の含量を示すこともあると考えられる

ついで兼用種大豊は7．39mg％～7．97mg％の範囲にあ

り，その平均値9．8／mg％，えんれいについては7．48mg

％～9．54mg％で，その平均値8．67mg％と他の系統，品

種に比し劣っていたが，生食用福寿2号（7．48mg％～

9．54㎜g％，平均値8．6アmg％）と比較するとLycopene

含量は多少多いように考えられる．このような結果から

第2図に示す曲線グラフで供試25品種の間に同一環境条

件の栽培でも，LycOpene含有量にかなりの差異のある

ことが明らかであり，とくにすぐれた含有量を示した品

種としては，SM1，San　Marzano種系SM3，ASM，L

－P一ろ，L－P一アで，肉眼で見ても他の品種よりも

すぐれた色調であった1これらの品種と比較して，兼用

種大豊，えんれいおよび生食用福寿2号とはかなりの有

意差が認められた．

でarOteneについては前に報告したと同様，※各品種系

統間に大きな変異は認められなかったが，兼用種大豊，

およびえんれい，生食用福寿2号と桃色系は他の赤色系

品種よりや㌧CarOtene含量が少ないように考えられた※

　ろ．亙tの全固形物含量の表現

　／％0年以来の交配組合せ申SM2×SM3，SM2×ASM

SM2×Roma，SM2×Red　Topと現在栽培申の系統の

ものを母系として，それぞれ交配を行ない全固形物の表

現について分析を行なった結果は第3図，第4図で示し

　　　　　　／
　　　　　　／
　　　グ〉
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　　　ノ
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第3図　F1の全固形物及びLycopeneの表現（／）
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　　．1【一

！

　第4図　F1の全固形物及びLycopeneの表現（2）

た通りであった．第9報で発表したようにア月下旬，8

月上旬，8月下旬と3回とも上記4組合せのFエの全固

形物の表現は両親の中間もしくは，そのほとんどが母親

のSM2に近くいずれの場合も表現された．このことか

ら考えて品種育成の目的で交配に当っては父木の全固形

物含量でなく母木の全固形物含量の多少が子係の全固形

物含量に関係するという報告（エ）（8）と一致した。

　4．亙1の色素Lyc⑪碑蝸の表現について

　トマトの色素は交配によって増加しないという意見も

※．寺田俊郎　島根農大研報10A：96～103・1962・

※木村進・柴田富雄：食騒研8－219，152一
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化するためには一つの限界があるのではないかと考察さ

れる．濃縮を必要とする加工製品の場合時期別の全固形

物含量と10a当りの収量との関係が加エトマトとしては

重要であるからと考えられるからであり，少なくと・も6

％～7％以上の全固形物含量を有する品種の育成に成功

しなければならない．

　2．果実の色素含量について

　果実の色素はCarOtene，Lycopene，Xanthophyn

と水に不溶性の色素類申心であるが，その申でもトマト

の赤色を与えるものはLycopeneであり，ソリードバ

ック以外のトマト加工品については，パルプにした時の

色調が問題であり，（9）この際LycoPeneの含量が最も重

要で，一応／009申の含量が8mg％以上あることが好ま

しいとされている．第2図はこの8mg％を最低の含有

量として線を引き，全品種の色素の含量を示したもので

ある．それそれの品種のもつ色素発現の最大能カを知る

ことができた．第2図の棒グラフが3回分析の平均値で

全固形物含量と同様に野生種West　V1rgm1a　AC36の

極小果が最高を示し／3．5／mg％で，その含量の範囲は

／3．06％～／4．33％であったが実用品種でないので問題は

ない．そこで実用品種では，3回分析の結果が第2図の

グラフに示す，／回，2回，3回と同じカーブの曲線と

なり，平均値も同様の曲線となり，それぞれの品種差異

の傾向が認められた　すなわちSMコ，San　Marzano種

同系のものでSM3，ASM，Lampadina－3，Lampad

ina－7および大果群では1回の数値ではあるがNo．

／402，ES－24，Ace，Ear1y　Packの順となり，ついで

Campbe11No・146，Nα135，とそれぞれ／1．／5mg％

～／0．95mg％であり非常に色調も良くLycOpene含量

も高かった．SM2，イタリーCj，イタリー原種，Red

Top，Roma種については其の平均値は．それぞれ10．0／

mg％，9．9／mg％，／0．28mg％，10．／2mg％，／0．38mg

％と，いずれも前者よりもや㌧劣り9mg％～／0mgの範

囲であった．しかしながら樹上で良く完熟させることに

より／2～／ろmg％の含量を示すこともあると考えられる

ついで兼用種大豊はア．39mg％～ア．9アmg％の範囲にあ

り，その平均値9．8／mg％，えんれいについては7．48mg

％～9．54mg％で，その平均値8．6アmg％と他の系統，品

種に比し劣っていたが，生食用福寿2号（7．48mg％～

9．54mg％，平均値8．67mg％）と比較するとLycopene

含量は多少多いように考えられる．このような結果から

第2図に示す曲線グラフで供試25品種の間に同一環境条

件の栽培でも，Lycopene含有量にかなりの差異のある

ことが明らかであり，とくにすぐれた含有量を示した品

種としては，SM1，SanMarzano種系SM3，ASM，L

－P－3，L－p－7で，肉眼で見ても他の品種よりも

すぐれた色調であった；これらの品種と比較して，兼用

種大豊，えんれいおよび生食用福寿2号とはかなりの有

意差が認められた．

でarOteneについては前に報告したと同様，※各品種系

統間に大きな変異は認められなかったが，兼用種大豊，

およびえんれい，生食用福寿2号と桃色系は他の赤色系

品種よりや㌧CarOtene含量が少ないように考えられた※

　3　F1の全固形物含量の表現

　／％0年以来の交配組合せ申SM2×SM3，SM2×ASM

SM2×Rolma，SM2×Red　Topと現在栽培申の系統の

ものを母系として，それぞれ交配を行ない全固形物の表

現について分析を行なった結果は第3図，第4図で示し

。／　　！
・　r／
　　　冷闘1筍

第3図　F1の全固形物及びLycopeneの表現（／）
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　第4図F1の全固形物及びLyccpeneの表現（2）

た通りであった．第9報で発表したように7月下旬，8

月上旬，8月下旬と3回とも上記4組合せのF1の全固

形物の表現は両親の申間もしくは，そのほとんどが母親

のSM2に近くいずれの場合も表現された．このことか

ら考えて品種育成の目的で交配に当っては父木の全固形

物含量でなく母木の全固形物含量の多少が子係の全固形

物含量に関係するという報告（1×8）と一致した．

　4．亙ユの色素Lyc⑪碑鵬の表現について

　トマトの色素は交配によって増加しないという意見も

※一寺田俊郎　島根農大研報10A：96～ユ03．1962・

※　木村進・柴閏富雄：食騒研8－219，152・



一64一 島根農科大学研究報告 第11号　A　農 学（／963）

あるが，（2）通常色素含量の高い遺伝因子をもったものを

選抜育種する効果がみとめられているし、（6〕なす果実の

大小と色素量は関係がないとする人と大きい方がわずか

に多いという人’もある。（4）実験では第3図，第4図の上

段の点線で示したようにF1に表現された．すなわち

SM2×SM3の場合，SM3のLycopene含量のすぐれた

品種を使用した場合でもその平均値においてはすぐれた

方に表現されず，すなわちSM2のLycopene含量の範

囲8．03mg％～／3－／0mg％に近くF1は10mg％～12．／5

mg％の範囲で表現されたが，SM3の／0．／6mg％～15．21

皿g％の範囲よりも少なかった．

　しかしながら同様SM2×ASMのようにSM8と同系

と考えられるがLycOPene含量において非常にすくれた

品種であるが，その平均値にわいて両親の中間含有量よ

りも多く表現された場合もあった，ついでSM2×Roma

およびSM2×Red　ToPのように両親のLycopene含量

の平均値がそれぞれ／0．38mg％，／0．12㎜g％と大差ない

場合いずれも両親と大差なく表現されている．これらの

ことから交配に使用する場合，いずれかの親に一方の

Lycopene含量よりも高い品種を用いることにより

Lycopene含量のすぐれた品種を育成することが可能で

はないかと考えられた．

　　　　　　　　　結　　　　論

　以上加エトマトの全固形物含量および色素含量につい

て，第9報※，第10報※と2報にわたって報告を行なっ

た．これら成分が加エトマト品種の育成に必要な形質で

あると考え，実験を試みたが，これら成分は環境条件に

支配される面も多いので数回にわたって分析を実施した

その結果同一環境条件下でも25品種問にそれぞれ明確に

差異のあることが認められた．今後新しい専用品種の育

成にあたっては，この全固形物含量および色素含量の差

異にもとづき育種設計を立てるべきであると考える。

　　　　　　　　　摘　　　　要

　加工用トマト育成の基礎的実験として育成に供する系

統および品種の全固形物含量ならびにLycOpene，Car

otene分量について収穫期別変化をしらべ，2－3の加

工専用種間のF1についてこれら成分の表現関係を明ら

かにした。

供試品種および系統は合計25であった．

※　寺田俊郎・長坂啓助：島根農大研9A：85～92，ユ96ユ．

※寺田俊郎：島根農大研10A：96～ユ03．1962．

1　全固形物含量について　剛・果West　V1rgm1a

AC36で，ア月下旬8・04％，8月上旬8．69％，8月下旬

8．46％，3回平均8．39％と含量の最高を示し，ついで

West　V1rg1nla　AC700，小果専用種群SM2，イタリー

C1，SM1，SM3，ASM，　L－p－3，L－p－7，Red

Top，Rona，の順で果型が大きくなるにつれて，全固形

物含量は減少した．Campbe11No．／46，No．155生果

用福寿2号，Ear1ypackと果型が大型化するにつれて，

全固形物含量が減少し最低4．59％となり，最高8．39％の

極果から，最低4．59％の大果と，ほぼ果型の大型化につ

れて全固形物含量の減少が認められた．

　2．色素含量について：LycOpene含量は良く完熟

させることによって，加工専用種群は12mg％～／5mg％

とかなりの含量を示したが，兼用種わよび生果用種すな

わち大豊，えんれい，福寿2号では7．38mg％～11mg％

と前者に比べて含量は低かった．Carotene含量につい

ては一定の傾向は認められなかったが赤色系加工用種の

方が桃色系青果および兼用種と比較してわずかに多いよ

うに考えられた．

　3　亙1の固形物含重の表現　　4組合せとも，いずれ

も母木SM2の全固形物含量に近く表現された。

　4．亙1の色素Ly0⑪：p鋤e含量の表現：両親のLyc

oPene含量の申間，あるいは含量の多い方に表現された

ものが多かった．申には両親のLycOPene含量よりもわ

ずかに少なく表現されたものも認められたが，著しく両

親の含量よりも減少することは認められなかった．
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